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Tanggal M Lokasi Korban
25/10/2010 7.7 P. Pagai, Mentawai >500
9 / 11/ 2009 6.7 Pulau Sumbawa 1
1 /10 / 2009 7 Kerinci 2
30 / 9 / 2009 7.9 Padang Pariaman >1.115 
2 / 9 / 2009 7.3 Tasikmalaya >87 
4  / 1 / 2009 7.2 Manokwari 2
17 /11/ 2008 7.7 Sulawesi Tengah 4
26 / 11/2007 6.7 Sumbawa >3 
12 / 9 / 2007 7.7 Bengkulu/ Mentawai 10
6 / 3 / 2007 6.4 Solok >60 
11 / 8 / 2006 6 Pulau Simeulue 
17 / 7/ 2006 7.7 Ciamis dan Cilacap >400 
27 /5 / 2006 5.9 Bantul, Jateng 6.234
28 /3/ 2005 8.2 Pulau Nias 



























































































172 CIAS Discussion Paper No. 25 災害遺産と創造的復興──地域情報学の知見を活用して
ている写真は、メンタワイ地震で被災したサロモンさ
んという方で、木を切る仕事をしていた人です。地震
当日、夕方になって風が吹いて波も出てきたので、友
だちと3人でカニを探しにいこうとしていたのですが
中止にしました。
　サロモンさんたちが小屋のなかで3人でいたとこ
ろ、突然揺れを感じました。地震があると海の水が引
くと聞いたことがあったので、様子を見るために海に
行きました。海に行ってみると、海水は引いていませ
んでしたが、大きな波が止まっていました。それから、
急に大きな波がやってくるのがみえて、3人は逃げだ
しました。
　これが重要な点ですが、サロモンさんは木に登りま
した（資料27-6）。一方、友だち二人は「木に登るのでは
なく、島のなかの森に逃げる」と言いました。サロモン
さんは、「この島は小さいから、波をかぶったらいっ
しょだ。波をかぶるから木に登るんだ」と言いました。
島のなかに逃げた二人の友人はまだ行方不明ですが、
サロモンさんは幸いなことに助かって、いま家族と
いっしょに過ごしています。
　授業の最後に防災の歌を歌いましょう。簡単なので
すぐに覚えられます。みんな一緒に歌ってください。
「地震がきたら頭を守れ
地震がきたら机の下に
地震がきたら窓から離れて
そして広場に逃げましょう
トレトレテッ　ホイ！」
　インドネシアには災害がたくさんあります。みんな
で備えましょう。
資料27-5　サロモンさんの事例
資料27-6　森に逃げるのではなく木に登る
